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消
防
署
は
、
高
齢
者
・
緊
急
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
世
帯
を
対
象
に
訪
問
し
、
防

火
査
察
を
実
施
し
ま
す
。

　

訪
問
は
、
暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す

る　

月
〜
２
月
末
に
か
け
て
消
防
職
員

10
が
、
家
庭
で
使
う
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
使
用

状
況
や
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
、
た
ば
こ
な

ど
の
火
気
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
点

検
し
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

訪
問
の
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

２
５
５
１
）

▼
月
日　
　

月　

日
�
、　

日
�
の
２

11

13

14

　

日
間

▼
時
間　

９
時
〜　

時
17

▼
場
所　

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

甲
種
防
火
管
理
者
の
資
格
取

　

得
の
た
め
の
講
習

▼
申
込
方
法　
　

月
１
日
�
か
ら　

月

10

10

　
　

日
�
ま
で
に
消
防
本
部
、
消
防
署
、

31

　

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
受
講
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い

▼
受
講
料　

３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
当
日
、
受
講
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
６
１
１
）

　

登
別
消
防
団
が
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果

を
披
露
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
月
日　
　

月
６
日
�

10

▼
時
間　

９
時
〜

▼
場
所　

幌
別
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
演
習
内
容　

ポ
ン
プ
車
操
法
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

９
６
１
１
）

　

台
風
や
秋
雨
前
線
で
大
雨
の
降
る
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
ダ
ム
の
水
を
放
流
し

て
水
位
の
調
節
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

放
流
の
際
は
、
ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
や

警
報
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
放
流
時

は
河
川
敷
き
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
企
業
局
室
蘭

　

地
区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所
（
幌

　

別
ダ
ム
）
（
�
○８５
 

２
８
２
１
）

登
別
市
防
火
管
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

登
別
市
消
防
訓
練
大
会
を

開
催
し
ま
す

〜
高
齢
者
・
緊
急
シ
ス
テ
ム
世
帯
な
ど
を
対
象
に
〜

防
火
査
察
を
行
い
ま
す

◆退職手当の支給率　　　　　　　　　 　 （平成１４年４月１日現在）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

人
事
課
（
�
○８５
 

１
１
３
２
）

国 登　　別　　市
区　　分

勧奨・定年退職自己都合退職勧奨・定年退職自己都合退職

２８.８７５月分２１.０００月分２８.８７５月分２１.０００月分勤続２０年

４４.５５０月分３３.７５０月分４４.５５０月分３３.７５０月分勤続２５年

６２.７００月分４７.５００月分６２.７００月分４７.５００月分勤続３５年

６２.７００月分６０.０００月分６２.７００月分６０.０００月分最高限度額

※退職手当＝退職時の給料月額×支給率

◆特別職の給料などの状況　　　　　　　　 （平成１４年４月１日現在）

期末手当の支給割合月　額区　　　別

６月期　　　２.０５月分
１２月期　　　　２.１月分
３月期　　　０.５５月分

　計　　　　　４.７月分

（一般職と同様に加
算措置があります）

８７０，０００円市　長

給　料 ７００，０００円助　役

６３０，０００円収入役

４００，０００円議　長

報　酬 ３５０，０００円副議長

３２０，０００円議　員

◆一般行政職の初任給と経験年数別平均給料月額　　 （平成１４年４月１日現在）

経験年数別平均給料月額初　任　給
区　分 ２０年以上

２５年未満
１５年以上
２０年未満

１０年以上
１５年未満国登別市

３９３，６００円３４１，７００円２７８，７００円１７４，４００円１７４，４００円大学卒

３５４，６００円３００，７００円２２０，８００円１４１，９００円１４１，９００円高校卒

◆一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　 （平成１４年４月１日現在）

計９級８級７級６級５級４級３級２級１級区分

部長・
次長の
職　務

次長・
課長の
職　務

課長の
職　務

係長・
主任の
職　務

係長・
主任の
職　務

主任の
職　務

係員の
職　務

係員の
職　務

係員の
職　務

標準的
な職務
内　容

　人
２９４

　人
１０

　人
２８

　人
３９

　人
１０３

　人
２３

　人
３６

　人
４２

　人
６

　人
７職員数

　％
１００

　％
３.４

　％
９.５

　％
１３.３

　％
３５.０

　％
７.８

　％
１２.３

　％
１４.３

　％
２.０

　％
２.４構成比

◆期末・勤勉手当の支給割合　　　　　　　　　　　 （平成１４年４月１日現在）

備考国登　　別　　市区分

職務の
段階、
職務の
級など
による
加算措
置あり

０.６月分
勤　
　

勉

１.４５月分
期　
　

末

０.６月分
勤　
　

勉

１.４５月分
期　
　

末

６月期

０.５５月分１.５５月分０.５５月分１.５５月分１２月期

０.５５月分０.５５月分３月期

４.７月分４.７月分計
※市長、助役、収入役の給料は、平成５年４月１日から現行の給料額。
※議長、副議長、議員の報酬は、平成６年４月１日から現行の報酬額。 ※期末・勤勉手当は、民間企業のボーナスにあたります。

幌
別
ダ
ム
の
水
を
放
流
す
る
際
の

サ
イ
レ
ン
・
放
送
に
注
意
を


